
  

小笠原村立母島小中学校 （令和５年度  開校５０周年） 

教育目標 

母島を誇りに思い、 

共によりよい社会を築くことのできる人間を目指し、 

自ら困難を乗り越え、 

思いやりをもって心豊かにたくましく生きる児童・生徒の育成を図る。 

 

（ １ ） 意 欲 的 に 学 ぶ 児 童 ・ 生 徒 

（ ２ ） 自 ら き た え る 児 童 ・ 生 徒 

（ ３ ） 社 会 の た め に 尽 く す 児 童 ・ 生 徒 

      

 

      

児 童 ・ 生 徒 数 

児童数 ３３ 名 生徒数 １３ 名 （ 令 和 ４ 年 ４ 月 現 在 ） 

 

住所 〒100-2211 東 京 都 小 笠 原 村 母 島 字 元 地 

電話 04998-3-2181/2182    FAX 04998-3-2184 

HP  http://www.hahashouchu.ogasawara.ed.jp/ 

 

HP http://www.hahashouchu.ogasawara.ed.jp/ 

           

児 童 ・ 生 徒 数 

児童数 ２８ 名 生徒数 １４ 名 （ 令 和 ５ 年 ４ 月 現 在 ） 

 

住所 〒100-2211 東 京 都 小 笠 原 村 母 島 字 元 地 

電話 04998-3-2181/2182    FAX 04998-3-2184 

HP  http://www.hahashouchu.ogasawara.ed.jp/ 

 

HP http://www.hahashouchu.ogasawara.ed.jp/ 
住所 〒100-2211 東  京  都  小  笠  原  村  母  島 

字 元 地 
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令和５年度・令和６年度 

小笠原村小中一貫教育研究推進指定校 

☆基礎学力向上のための、少人数指導の工夫 

☆総合的な学習の時間を活用した小笠原学習 

 

－母島小中学校ではこんな先生方を求めています－ 

○母島小中学校が目指す教育を理解し、力を尽くしてくれる先生 

○情熱にあふれ、向上心があり、心身ともに健康な先生 

○子供たちはもとより、地域とのかかわりを大切にしてくれる先生 


